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午前１０時００分 開会

─────────────────

◎日程第１ 開 会

出席議員は定足数○議長（堤 喜一郎君）

に達しておりますので、会議は成立しまし

た。

これより、去る１月２３日告示招集されま

した平成２０年三沢市議会第１回臨時会を開

会します。

─────────────────

◎教育委員長就任あいさつ

会議に入る前に、○議長（堤 喜一郎君）

新しく教育委員長に就任されました熊野稔氏

より、特に発言の申し出がありますので、こ

の際、発言を許します。

議長さんのお○教育委員長（熊野 稔君）

許しをいただきましたので、一言ごあいさつ

申し上げます。

昨年１２月２７日の臨時教育委員会におき

まして、教育委員長に選任され、同日付で就

任いたしました。

もとより、浅学非才の身ではございます

が、三沢市が進める市民とともに歩む市民本

位のまちづくりの礎となる子供たちの教育の

ため、また、現在の教育環境を取り巻く諸問

題解決のために、微力ではありますが、誠心

誠意努めてまいる所存でございます。

どうか、今後ともより以上の御指導、御鞭

撻を賜りますよう心からお願い申し上げ、甚

だ簡単ではございますが、就任のごあいさつ

にかえさせていただきます。ありがとうござ

いました。

─────────────────

それでは、本日の○議長（堤 喜一郎君）

会議を開きます。

本日の議事は、お手元に差し上げておりま

す議事日程第１号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第２ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会議録○議長（堤 喜一郎君）

署名議員の指名を行います。

会議録署名議員に、３番附田一議員、１４

番舩見亮悦議員の両氏を指名します。

─────────────────

◎日程第３ 会期の決定

日程第３ 会期の○議長（堤 喜一郎君）

決定を行います。

お諮りします。

今臨時会の会期は、本日１月３０日、１日

としたいと思います。これに御異議ありませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、会期は、本日１月３０日、１日と

決定しました。

─────────────────

◎日程第４ 諸報告

日程第４ 諸報告○議長（堤 喜一郎君）

は、印刷してお手元に配付したとおりです。

御了承願います。

─────────────────

◎日程第 ５ 議案第１号から

日程第 ７ 議案第３号まで

次に、日程第５○議長（堤 喜一郎君）

議案第１号から日程第７ 議案第３号までの

３議案を一括上程します。

提案理由の説明を願います。

市長。

本日ここに、平成２○市長（種市一正君）

０年三沢市議会第１回臨時会の開会に当た

り、提案いたしました議案の概要について御

説明申し上げ、御審議の参考に供したいと存

じます。

まず、議案第１号平成１９年度三沢市一般

会計補正予算（第５号）でありますが、今回

の補正予算は、駐留軍等再編交付金の決定に

伴う事業経費並びに灯油価格の高騰に伴う、

ひとり親家庭等に対する福祉灯油助成費に要

する経費の補正であります。

この結果、補正総額は、歳入歳出ともに

７,６４９万円の増額補正で、既定額との累

計では１９１億５,０８９万円となり、前年

度最終予算額との比較では９億３,３４５万
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７,０００円、４.６％の減となっておりま

す。

次に、議案第２号平成１９年度三沢市立三

沢病院事業会計補正予算（第２号）でありま

すが、今回の補正予算は、駐留軍等の再編に

より影響を受ける住民の生活の安定に資する

医療を確保するため、超音波診断装置など１

３種類１６個の医療機器を購入するための補

正であります。

次に、議案第３号三沢市駐留軍等再編対策

事業基金条例の制定については、駐留軍等の

再編の円滑な実施に関する特別措置法施行令

第２条に規定している再編関連特別事業に要

する経費の財源に充てることを目的とする、

三沢市駐留軍等再編対策事業基金を設置する

ために提案するものであります。

以上、提案いたしました議案につきまし

て、その概要を御説明申し上げましたが、議

事の進行に伴い、本職並びに関係部長等から

詳細に御説明を申し上げたいと存じます。

何とぞ、慎重御審議の上、原案どおり御議

決賜りますようにお願いを申し上げます。

以上であります。

お諮りします。○議長（堤 喜一郎君）

本日の臨時会に提出されております議案の

審議につきましては、会議規則第３７条第２

項の規定により、委員会付託を省略したいと

思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、委員会付託を省略します。

─────────────────

◎日程第５ 議案第１号

日程第５ 議案第○議長（堤 喜一郎君）

１号を議題とします。

当局の説明を求めます。

企画財政部長。

議案第１号○企画財政部長（月館 孝君）

平成１９年度三沢市一般会計補正予算（第５

号）の概要について御説明申し上げます。

今回の補正予算は、駐留軍等再編対策事業

再編交付金の交付額の決定に伴う事業経費並

びに灯油価格の高騰に伴う、ひとり親家庭等

に対する福祉灯油助成費に要する経費の補正

であります。

この結果、補正総額は、歳入歳出ともに

７,６４９万円の増額補正で、既定額との累

計では１９１億５,０８９万円となり、前年

度最終予算額との比較では９億３,３４５万

７,０００円、４.６％の減となったところで

あります。

以下、予算書２ページの第１表歳入歳出予

算補正に基づき、歳入から御説明いたしま

す。

１０款の地方交付税につきましては、普通

交付税額の決定額のうち、５７９万円を増額

いたしております。

１４款の国庫支出金につきましては、駐留

軍等再編対策事業再編交付金７,０００万円

を増額いたしております。

１５款の県支出金につきましては、市町村

発・元気なあおもりづくり支援事業費補助金

７０万円を増額いたしております。

次に、３ページの歳出について御説明いた

します。

２款の総務費につきましては、駐留軍等再

編対策事業再編交付金の交付額の決定に伴

い、７,０００万円を駐留軍等再編対策事業

基金に積み立てるものであります。

３款の民生費につきましては、灯油価格の

高騰に伴う、ひとり親家庭に対する助成費と

して、６４９万円を増額いたしております。

以上が、平成１９年度三沢市一般会計補正

予算（第５号）の概要であります。

それでは、質疑を○議長（堤 喜一郎君）

行います。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようですの○議長（堤 喜一郎君）

で、質疑を終結します。

続いて、討論を行います。討論はありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようですの○議長（堤 喜一郎君）
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で、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第１号は、原案のとおり可決すべきも

のと決することに御異議ありませんか｡

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、議案第１号平成１９年度三沢市一

般会計補正予算（第５号）は、原案のとおり

可決と決しました。

─────────────────

◎日程第６ 議案第２号

日程第６ 議案第○議長（堤 喜一郎君）

２号を議題とします。

当局の説明を求めます。

三沢病院事務局長。

議案第○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

２号平成１９年度三沢市立三沢病院事業会計

補正予算（第２号）について、その内容を御

説明申し上げます。

今回の補正は、駐留軍等の再編により影響

を受ける住民の生活の安定に資する医療を確

保するため、超音波診断装置など１３種類１

６個の医療機器を購入するための補正でござ

います。

お手元の予算書の１ページを御参照いただ

きたいと思います。

第２条の業務の予定量でございますが、建

設改良事業に超音波診断装置外整備として１

億８,４１３万１,０００円を予定しておりま

す。

次に、第３条の資本的収入及び支出につい

てでございますが、資本的収入の補助金で、

再編交付金による国庫補助金を１億６,７０

４万５,０００円増額するものでございま

す。また、資本的支出の建設改良費で、超音

波診断装置などの医療機器の購入のため、１

億８,４１３万１,０００円を増額するもので

ございます。この結果、資本的収入額が資本

的支出額に対して不足する８,６５５万円

は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収

支調整額１８４万６,０００円及び過年度分

損益勘定留保資金８,４７０万４,０００円で

補てんするものでございます。

以上が、平成１９年度三沢市立三沢病院事

業会計補正予算（第２号）の内容でございま

す。どうぞよろしくお願い申し上げます。

それでは、質疑を○議長（堤 喜一郎君）

行います。

５番。

今回の補正に関して○５番（山田清彦君）

は、超音波診断装置外整備事業費ということ

でありまして、先ほども説明を受けましたと

ころが、新しい三沢市立三沢病院に使われる

機器の購入ということであります。

市長は、きょうの冒頭のあいさつの中で、

駐留軍等の再編により影響を受ける住民の生

活の安定に資する医療を確保するためという

ことで、この予算を計上したものだというこ

とで説明をされたわけでありますが、問題

は、三沢市立三沢病院、新しい病院に関して

は新しい入れ物ということで、病院建設全体

の話を今するつもりはありませんけれども、

今、市民の意向として、市長のほうにも、こ

の病院建設を凍結ということで署名を提出さ

れている方もいらっしゃいますし、また、こ

ういう機器の購入については地元の業者を優

先するというところもあるわけですから、そ

れについての市長の見解なるものをお聞きし

たいなというところでお尋ねするものであり

ます。

暫時休憩します。○議長（堤 喜一郎君）

午前１０時１６分 休憩

────────────────

午前１０時２０分 再開

休憩前に引き続○議長（堤 喜一郎君）

き、会議を開きます。

答弁願います。

市長。

ただいまの質問につ○市長（種市一正君）

いては、いわゆる医療機器について、新しい

病院に持っていくものを前倒しで云々という

ことと、購入に際しては、地元優先的という

ようなことでの質問であろうと思いますが、
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まず、前段については、当然、将来は持って

いくことになると思いますけれども、今現

在、そういう必要性に応じて購入をするとい

うことでありますし、また、その購入につい

ては、地元で調達できるものは当然地元で調

達することになると思いますけれども、やは

り高度のものでありますので、なかなか地元

では調達できない部分もあるので、そこはそ

ういう方向で検討してまいりたい。

以上であります。

５番。○議長（堤 喜一郎君）

まさか市長は、答弁○５番（山田清彦君）

漏れということはないと思うのだけれども、

私が言っているのは、商工会から上げられた

１,２００名余の署名についても、入れ物を

つくるわけですから、そこの計画に基づいて

の話なので、今どういうお考えでいらっしゃ

るのかということを聞いているのですよ。

いま一度、質問内○議長（堤 喜一郎君）

容についてわかりやすくお話ししてくださ

い。

先ほど私が説明を受○５番（山田清彦君）

けたときは、これは新しい病院に持っていく

ものということで発注すると聞いていました

から、病院建設が先にあるわけですよね、と

いうことですから、そういうことに対して、

市民の中から、少なくとも１,２００名余の

署名をもって市長さんのほうに、凍結をして

いただきたい、もしくはそういう要請があっ

たわけですので、その病院建設に絡むものと

して、今の市長の見解をお聞きしたいという

意味でお尋ねしましたので、よろしくお願い

します。

５番、質問を変え○議長（堤 喜一郎君）

て、質疑に重きを置いて発言してください。

５番。

冒頭申し上げたとお○５番（山田清彦君）

り、私の先ほどの会派の説明では、新しい病

院に持っていくものということで、決して現

在のところで使うという説明ではなかったも

のですから、いわゆる新しい病院を含めた装

置の整備ということで説明を受けましたか

ら、新しい病院で使うものという形での購入

に係るものですから、市長の見解をあえて聞

きたいということで、署名に絡んでの要請も

あることに対しての見解を聞きたいというこ

とでお尋ねしたわけであります。

市長。○議長（堤 喜一郎君）

答弁の仕方が、当○市長（種市一正君）

然、将来的には新しい病院に持っていくとい

う説明を恐らくしたと思います。この辺は舌

足らずな面があったのかなと思っております

が、いずれにしても、そういうことで移転に

対する署名があったということは、もちろん

私のほうにも来たわけでありますので、承知

しております。

ただ、私も市長に就任時にお答えしたよう

に、今までの経過、それは市民のコンセンサ

スを得るべく、所定のものをクリアしており

ますので、これは当然、私は尊重すべきだと

思うのであります。

ただ、それを覆すということになれば、今

後、いろいろな問題のコンセンサスを得るた

めの根底が崩れるわけでありますので、これ

は当然尊重して前に進むと、こういうことで

あります。

ほかにありません○議長（堤 喜一郎君）

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようですの○議長（堤 喜一郎君）

で、質疑を終結します。

続いて、討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようですの○議長（堤 喜一郎君）

で、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第２号は、原案のとおり可決すべきも

のと決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、議案第２号平成１９年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第２号）は、原

案のとおり可決と決しました。
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─────────────────

◎日程第７ 議案第３号

日程第７ 議案第○議長（堤 喜一郎君）

３号を議題とします。

当局の説明を求めます。

総務部長。

議案第３号三沢○総務部長（糸井健二君）

市駐留軍等再編対策事業基金条例の制定につ

いて御説明申し上げます。

この議案は、駐留軍等の再編の円滑な実施

に関する特別措置法施行令第２条に規定する

再編関連特別事業に要する経費の財源に充て

ることを目的とする、三沢市駐留軍等再編対

策事業基金を設置するため提案するものであ

ります。

第１条は、基金の設置目的を規定しており

ます。

第２条は、基金の積み立てについて規定し

ております。

第３条から第５条までは、基金の管理、運

用益金の処理及び処分について規定しており

ます。

第６条は、委任事項を規定しております。

附則につきましては、施行日を公布の日か

らとするものであります。

よろしくお願い申し上げます。

それでは、質疑を○議長（堤 喜一郎君）

行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようですの○議長（堤 喜一郎君）

で、質疑を終結します。

続いて、討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ないようですの○議長（堤 喜一郎君）

で、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第３号は、原案のとおり可決すべきも

のと決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め○議長（堤 喜一郎君）

ます。

よって、議案第３号三沢市駐留軍等再編対

策事業基金条例の制定については、原案のと

おり可決と決しました。

─────────────────

以上で、本臨時会○議長（堤 喜一郎君）

に付議された事件はすべて議了しました。

─────────────────

◎副市長辞任あいさつ

ここで、吉田副市○議長（堤 喜一郎君）

長より、特に発言の申し出がありますので、

この際、発言を許します。

副市長。

議長さんのお許し○副市長（吉田耕悦君）

をいただきまして、ごあいさつを申し上げま

す。

私、１月３１日をもって、副市長の職を辞

職することにいたしました。

私は、昭和４５年４月に三沢市職員として

採用され、平成１５年２月２１日から助役と

して、平成１９年４月からは副市長として、

一生懸命仕事をさせていただきました。

そして、皆さんの御支援、御協力、あるい

は叱咤激励をいただきながら、本職を全うす

ることができました。これもひとえに、皆様

方に支えられ、本当に感謝をしているところ

であります。大変ありがとうございます。

結びに、種市市長さんをはじめ、議員の皆

様方、そして市職員の皆様方が、これから三

沢市発展のためにますます御活躍されますこ

とを心から祈念を申し上げまして、簡単であ

りますが、辞職に当たってのあいさつとさせ

ていただきます。本当にありがとうございま

した。（拍手）

─────────────────

これをもって、平○議長（堤 喜一郎君）

成２０年三沢市議会第１回臨時会を閉会しま

す。

午前１０時３０分 閉会



― 8 ―

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

平成 年 月 日

三 沢 市 議 会 議 長 堤 喜 一 郎

会 議 録 署 名 議 員 附 田 一

会 議 録 署 名 議 員 舩 見 亮 悦


